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　　　　　　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２１年　10月　5日　(月)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　上野　厚子　　　記録者　藤原　百合子

	小向
	上野(厚)
	スバベイ
	戸賀沢
	竹内
	清川
	橘
	藤田
	小笠原(香)

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	○
	深夜
	病欠
	○
	準
	CD留守
	Ａ留守
	○

	三浦
	佐々木
	川守田
	平間
	藤原
	田ノ上
	畑内
	高橋
	山地

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	CD留守
	休
	休
	準
	○
	○
	休
	深
	準

	上野(雅)
	石岡
	油津
	和田
	小笠原(麻)
	出貝
	横町
	前田
	板橋

	○
	公休
	床屋
	深
	CD留守
	休
	欠勤
	公休
	業務

	田中
	鈴木
	盛田
	山下
	天間
	庭田

	業務
	○
	業務
	業務
	学校
	○


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 申し送りの際、備品など確認した看護者は記載とサインを忘れずにお願いします。

· ケアプロセスについて、10月20日までに現在入院加療中の患者様の入力をするようお願いします。（各受け持ち分です）

· 10月16日から11月15日までのスケジュールの打ち込みを10月10日までに済ませてください。

· カルテチェックについて、7月から10月までのチェックを再度10月7日までにお願いします。確認したらチェック表の「中身」へチェックして下さい。

· 昇格試験（中・上級）について、10月9日までに受験希望日を小向ＳＧＭへ連絡してください。

· 10月6日13時～小坂Ｄｒ来院予定。南病棟へ来られます。北病棟でも診察予定者いるとの事ですので連絡お願いします。

· 人事考課票について、自己評価の欄の入力も忘れずにお願いします。

· パソコンの容量がオーバー気味です。削除できる物・必要な物について確認し整理してください。

· 朝の検温の際、体温計など使用しない時はその都度詰所へ回収していくようにしましょう。

· ダスロールについて、

患者様の御家族へ依頼しても持参されない場合→入院費加算

入院費滞納でカードを使用できない場合→入院費加算、もしくは面会時の依頼

　　以上のように対応していく様にしましょう。面会に来られた際や電話連絡した際には上記についてもあわせて説明していく様にしましょう。

＜週間連絡＞

6日　小坂Ｄｒ来院予定　13時～

8日　向山忠義様　マーゲンチューブ交換

9日　助川幸雄様　マーゲンチューブ交換

＜患者様連絡事項＞

· 山下　ヨシ様～膿疱あり抗ウイルス剤が2日分継続処方となっています。帯状疱疹の　

状態を各勤務帯でカルテに記載するようにして下さい。記載例はＢスタッフオフィスのテーブルに貼っています。

· 荒谷　正毅様～10月8日9:30～介護認定調査あります。御家族は来院されないので、　

　病棟スタッフ1名が付いてください。

· 工藤　豊様～排泄状況（オムツ使用状況）の記載がされていない事がありますので、　

忘れずに記載するようにしてください。

トータル使用量は準夜帯で出します。現在の排泄状況について、御家族へ説明する場合に必要となります。

· 上田　正男様～飴の買いだめが続き、スタッフ介入にて回収しています。

　　　　　　　　 一部は同室者（吉田寿雄様）が盗ってチェストへしまい、食べている

様子でした。

買い物の際には、現在の飴の残量について説明し買う必要がないこと説

明していきましょう。

上田様・吉田様のチェスト内についてはまめに観察していくようにしま

しょう。

＜個別プログラム内容検討＞

長根　矢一様～回想法・可動域運動・感覚刺激を主に取り入れ関わっていく。

紫葉　雪雄様～週に3回歩行訓練を実施中。ほぼ介助無く独歩は出来ている。引き続き転倒に注意して見守り・所在確認を行っていく。

織田　比佐子様～歩行訓練については自主的に行う姿勢あり、運動継続中。創作活動については「やりたいものがある」と意欲あり、今週中から取り掛かる事としている。

藤田　金弘様～希望にて塗り絵を行っている。余暇時間も希望される事があるため、渡した物品の返却を確実に行う様に声掛けしていく。

＜生活習慣改善プログラム経過報告＞

運動については、高齢者である事やＡＤＬ面を考慮し出来る範囲で無理強いしないよう進

めていく。運動後の日課の取り組み状況についても確認していく。（転倒の前兆が無いか

など）

勉強会については、理解度に個人差はあると思われるが、病棟でも振り返りを行いどこま

で理解出来ているのか把握していく必要がある。

＜ＮＣＰ評価・検討、事故対策委員会より＞

転倒・転落評価結果が出ています。危険度Ⅲの患者様受け持ちスタッフは看護計画に必ず

歩行状態の観察をＯ－Pに入れてください。また、前回と比較してスケールが悪くなって

いる患者様に対してもＯ－Pに追加していって下さい。

（危険度Ⅲ）　　　佐々木　栄子様　　織田　比佐子様　　大久保　まつゑ様

　　　　　　　　　早川　忠様　　　　吉田　光男様　　　板垣　富蔵様

　　　　　　　　　久慈　脩様　　　　前川原　勝美様　　中野　英男様

　　　　　　　　　向山　忠義様　　　峰田　満男様　　　田中　豊三様

　　　　　　　　　市橋　ひで様　　　橋本　万様　　　　中川原　きよ様

　　　　　　　　　島脇　テル様　　　玉井クニ子様　　　永洞　恭子様

（前回危険度Ⅰ→Ⅱ）西沢　正様

（前回危険度Ⅱ→Ⅲ）田端　玲子様　　櫛桁　武男様　　丸屋　庄司様　　助川　幸雄様

　　　　　　　　　　谷内　愛子様　　瀬川　はな様







